
◇ローイングエルゴ＋スライド 【黄瀬】 
スライドは、レール上に前後に動くベースがついたもので、その上にエルゴを乗せて使用します。スライドを使うとエ

ルゴが床に固定されないので、陸上でもより乗艇に近い感覚で漕ぐことができます。また、このスライドのおもしろ

いところは、スライドの数さえ揃えればエルゴを何台でも連結させて漕げるところです。（連結させるときに必要なス

ライドの数はエルゴの台数+1。エルゴ2台ならスライド3台。）連結させて漕ぐことで、いつもと違って楽しいのはもち 

ろん、乗艇ができない時でもチームのユニフォーミティー形成に役立ちます。私が使用し

た感じでは、バランスやテクニックの影響が少ないので、一緒に漕ぐ相手のドライブやリ

カバリーなどの動きが、水上よりも感じやすいように思いました。デンマークでは、スライ

ドを使ったフォアやエイトのエルゴ大会があるのだとか。すごく迫力がありそうですね。 

◇お知らせ      
＊2007 年日本代表選手がラジオ出演中！ 

 下記日程で 2007 年日本代表選手 5名が JFN ネットのラジオ番組「MY OLYMPIC」に出演しています。放送局、時間等は番組 

 公式 HP<http://www2.jfn.co.jp/myolympic/>でご確認下さい。放送後は１日目の分のみ公式 HP でも聞けるようです。 

  【放送日】12/17～21 浦和重選手  1/ 7～11 岩本亜紀子選手   【放送局】  JFN ネットの FM ラジオ 38 局 

       12/24～28 武田大作選手   1/14～18 熊倉美咲選手     【放送時間】 放送局により異なります 

       12/31～ 4 須田貴浩選手 

＊年末年始休暇のご案内 

 次の日程で年末年始休暇をいただきます。休暇中にメール・FAX等でいただいたご注文は、1 月 7 日より順次発送となります。 

  ご不便をおかけしますが、何卒よろしくお願いいたします。【年末年始休暇】2007 年 12 月 28 日(金)～2008 年 1 月 6 日(日) 

＊今年最後の発行となりました 

 Boat Times も今年最後の発行となりました。この１年も桑野造船をご愛顧いただき誠にありがとうございました。 

 冷え込みも厳しくなって参りました。お身体をご自愛の上、どうぞ良いお年をお迎え下さい。 

◇最新！中国造船所事情 【大村】 
今回、中国の WUDI 社にレーシングカヌーの試漕という目的で足を運んできました。WUDI 社は全世

界に向け水上関連商品の製造をしている会社で、多くのメーカーが委託生産を行っています。WUDI

社社長や製造者、WinTech の技術者など多くの方と会談をしたり、新開発されたボートパーツを見た

りと、とてもいい体験になりました。中でも印象的だったのは Epic 社（レーシングカヌー、シーカヤッ

ク、サーフスキーなど多くのカヌー事業を行っていて WUDI 社で製造をしているカヌーメーカー）の

Greg Barton氏にお会いすることができたことです。彼はレーシングカヌーのオリンピックチャンピオン

でカヌーの歴史を築いてきた、カヌー選手にとっては憧れの人です。Epic の話やレーシングエピック 

艇の試漕をさせてもらい、そのうえ元チャンピオンとペアにまで乗せてもらいました。まずは感激です！どんなに願っていてもチャンピオ

ンと一緒に、ましてやペアで漕げるということはまずできないことだと思います。それがこんな簡単にできてしまっていいのかと思いまし

た。現役を退いた選手とは思えないほど漕ぎには無駄が無くシャープで、後ろで漕いでいて驚愕していました。その Greg 氏がつくる Epic

艇は他にはないようなデザインでした。バランス性、艇剛性、波耐久性にも優れており、かなり乗りやすい艇だと感じました。内装取付部

品も細かい調整まで可能なユーザーにとって有難い装備となっていました。サーフスキーにも初めて乗りましたが実際に海で乗りたくな

る楽しい艇でした。Epic についてはまだまだたくさんの感想がありますが、また次回に改めて紹介させてもらおうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
仕事の総てを見直し、新しく創る  

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める  

＊スピードアップ  
生産、開発、サービスにスピードを加える 
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BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

当社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

今月の初めに桑野が中国で委託生産をしている WUDI 社に行ってきま

した。今や世界のボートの過半数は中国の４社で生産されている状況

で、世界中から技術者・設備・情報が集まってきています。まだ製品

(艇)に課題は残っていますが、材料や人件費、為替の高騰により、廉

価艇から高級艇へのシフトが加速しています。生産艇数が圧倒的に多

いのが新開発環境を有利にしています。この他に今年はドイツと米国

のボート界も見る機会がありましたが、ボート製造の世界も着実に変

化していることを肌で感じてきました。桑野も遅れのないような艇造りと

情報提供に努めて参ります。どうぞ良き新年をお迎え下さい。【古川】 


